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中1例で側頭葉の血流増加を認め，7例中6例でい

ずれかの検査で異常が検出できた．FDG－PETでは7

例中6例で側頭葉に低集積を認めた．ベメグリド負荷

脳血流SPECTの焦点診断能は，　FDG－PETと同等で

あった．

5．心Fabry病患者の1231・MIBG心筋シンチグラ

　　フィの所見
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　心Fabry病患者の心筋交感神経機能の変化をn31－

MIBG心筋シンチグラフィを用いて評価した．対象は

心Fabry病の男性患者6例（59～75歳）で，　i231－MIBG

lllMBqを静注後の胸部dynamic像，30分および4

時間後の胸部planar像と心筋SPECT像を用い，心筋

全体および局所の摂取率と洗い出し率を算出した．

局所は安静時T1心筋SPECTとも比較した．心拡大

および摂取率の低下とともに洗い出し率も充進した．

局所的には，下壁，側壁を中心に集積低下と洗い出

し充進を認めた．Tlも同様の分布を示したが，　MlBG

の方がより広範囲かつ高度であった．心筋交感神経

機能は下壁，側壁を中心に障害され，心筋血流の変

化よりも強い変化を示した．疾患特異的とは言えな

いまでも病態把握には有用と考えられた．

6．虚血性心疾患に対するPTCA後亜急性期の2°iTl

　負荷心筋SPECT所見の検討
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　虚血性心疾患に対する再灌流治療後，比較的早期

（10日以内）に施行された負荷2°iTl心筋SPECT所見

が治療効果を十分反映するか検討した．

　対象は当院にて虚血性心疾患と診断されPTCAが

施行された症例中，慢性期に再狭窄の認められな

かった10例（OMI　6例，　angina　4例）．　PTCA後10日

以内と3か月以降とに治療効果判定のため負荷2°iTl

心筋SPECTが施行された．心筋SPECTの解析はス

コア法で半定量的に行った．

　負荷後早期像をPTCA後10日以内と慢性期で比較

すると，欠損スコアは有意に減少し所見の改善が見

られた．また治療後10日以内の再分布の程度は慢性

期に比べて有意に高く，治療後10日以内の時点で一

見残存虚血に見える症例も存在した．再灌流治療後

の心筋血流の回復遅延がその一因と考えられ，この

時期の負荷心筋SPECTは治療効果を十分には反映し

ていない結果となった．

7．肺腫瘍診断におけるMET－PET，　FDG・PETの

　比較検討
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　｛目的】肺腫瘍診断におけるiiC－methionine（MET）－

PET，　FDG－PETの有用性について比較検討した．｛方

法1対象はMET－PET，　FDG－PETの両者を施行した41

名の肺腫瘤性病変患者で，原発性肺癌33名（腺癌：

14，扁平上皮癌：8，大細胞癌：2，小細胞癌：3，そ

の他：6），炎症8名である．MET－PET，FDG－PETは

体重で補正した投与量に対する集積比（SUV）にて評

価した．［結果】病巣のMET集積，　FDG集積は相関

を示した（r＝0．72）．MET集積は肺癌：3．7±1．3，炎

症：1．9±1」，FDG集積は肺癌：5．8±29，炎症：2．7±

09でMET，　FDGともにがんと炎症の間で有意差を

認めた（p〈0．001）．｛結論】肺腫瘤性病変の良悪性鑑別

にはMET－PET，　FDG－PETのいずれも同等に有用と

考えられた．

8．Warthin腫瘍におけるレモン負荷99mTc耳下腺シ

　　ンチグラフィの検討
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　99「nTc耳下腺シンチグラフィはWarthin腫瘍に異常

集積しレモン等を用い唾液を分泌させた後ではより

鮮明に集積するといわれている．今回わわれは

Warthin腫瘍のレモン負荷99mTcシンチグラフィの有

用性について検討を行った．

　対象は1993年6月から1997年3月にレモン負荷

Presented by Medical*Online


	0347



